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研究授業指導支援案  

 学校名：和歌山市立城東中学校             

授業の概要 

授業日時・学年・教科・単元名等 

授業日時：平成２５年 １１月１６日 ４時間目 

学 年： ２年２組     教科：理科  授業者 木村 一紀 

単元名：化学変化と原子･分子 

ＩＣＴ支援員によるサポート  ☑ 授業中  ☑ 事前 

単元・題材の目標 

・ 物 質 の 変 化 や 量 的 な 関 係 に つ い て 探 求 さ せ 、 科 学 的 思 考 力 を 養 う 。  

・ 原 子 と 分 子 の モ デ ル を 用 い 、 身 近 な 化 学 変 化 を 微 視 的 に と ら え さ せ 、 物 質 の  

成 り た ち を 理 解 さ せ る と と も に 、 そ の 変 化 の し く み を 説 明 す る 力 を 養 う 。  

・ 安 全 か つ 正 確 に 実 験 を 行 う 技 能 を 習 得 さ せ る 。  

単元全体の流れ 

①  物 質 の 成 り 立 ち （ 分 解 ）  ６ 時 間  

・ 化 学 変 化 と 原 子 ・ 分 子 の 導 入  

・ 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム の 分 解 （ 実 験 １ ）  

・ 実 験 １ の ま と め  

・ 水 の 電 気 分 解 （ 実 験 ２ ）  

・ 実 験 ２ の ま と め  

・ 分 解 の ま と め  

②  さ ま ざ ま な 化 学 変 化 （ 化 合 ・ 還 元 ・ 発 熱 吸 熱 反 応 ）  ７ 時 間  

・ 鉄 と 硫 黄 の 化 合 （ 実 験 ３ ）  

・ 実 験 ３ の ま と め  

・ 酸 化 銅 の 還 元 （ 実 験 ４ ）  

・ 実 験 ４ の ま と め  

・ 化 学 変 化 と 熱 の 出 入 り （ 実 験 ５ ）  

・ 実 験 ５ の ま と め  

・ さ ま ざ ま な 化 学 変 化 の ま と め  

③  化 学 変 化 と 物 質 の 質 量 の 規 則 性   ４ 時 間  

・ 質 量 保 存 の 法 則 （ 実 験 ６ ）  

・ 酸 化 に お け る 質 量 の 変 化 （ 実 験 ７ ）  

・ 実 験 ７ の ま と め  

・ 化 学 変 化 と 物 質 の 質 量 の 規 則 性 の ま と め  

④  物 質 の 成 り 立 ち （ 原 子 ･分 子 ） ８ 時 間 （ 本 時 ６ ／ ８ ）  

・ ド ル ト ン の 原 子 説  

・ ア ボ ガ ド ロ の 分 子 説  

・ 原 子 説 ・ 分 子 説 の ま と め  

・ 元 素 の 種 類 と 元 素 記 号  

・ 原 子 ・ 分 子 の モ デ ル と 化 学 式  

・ 化 学 反 応 式  

・ 化 学 反 応 式 の ま と め  

・ 化 学 変 化 と 原 子 ・ 分 子 の ま と め  
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本時の中心となる授業形態 

 □一斉学習  ☑個別学習  ☑協働学習 

本時の目標（評価の観点） 

本 時 の 目 標 ： こ れ ま で 学 習 し て き た さ ま ざ ま な 化 学 変 化 に つ い て 、 化 学 反 応 式  

に 表 す こ と を 通 じ て 、 化 学 変 化 の し く み を 理 解 さ せ る 。  

評 価 の 観 点 ： ・ 理 解 に 向 け て 粘 り 強 く 取 り 組 ん だ 。 （ 関 心 ・ 意 欲 ）  

・ 他 人 へ の 説 明 が 端 的 に で き る 。 （ 科 学 的 思 考 ）  

・ 化 学 反 応 式 を 書 く こ と が で き る 。 （ 知 識 ・ 理 解 ）  

 

情報通信技術の活用 

活用した場面 

 ☑ 導入   ☑ 展開   ☑ まとめ   □ その他（すべての場面で） 

活用した者 

 ☑ 教員     ☑ 生徒 

活用する目的 

 ☑ 課題の提示 ☑ 動機付け ☑ 興味・関心の創出 □ 目的や目当ての明確化  

 ☑ 教員の説明 □ 生徒による説明 

 □ 繰り返しによる定着  □ 典型例の提示  □ 創作活動 

 □ 失敗例の振り返り  □ 体験の想起  ☑ 体験の代行 □ 比較 

 ☑ 振り返り  ☑ 生徒同士の教え合い  □ その他（       ） 

活用したコンテンツ 

・ パ ワ ー ポ イ ン ト  ・ Internet Explorer  ・ マ ー ナ ビ ケ ー シ ョ ン  

・ 啓 林 館 デ ジ タ ル 教 科 書  

活用した機器 

 ☑ ＩＷＢ    ☑ タブレットＰＣ    □ 実物投影機 

 □ その他（                              ）  

１．本時の展開 

学習の流れと子どもの活動 指導・支援のポイント 使用した機器やコンテンツ 

前 時 の 学 習 を 振 り 返 る 。  

 

 

 

 

本 時 の め あ て を 確 認 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 物 質 の 分 子 （ 分 子 を つ く ら

な い 物 質 も 含 む ） の モ デ ル

と 化 学 反 応 式 の つ く り か た

の 確 認 を す る 。  

 

・ 中 学 生 に な っ て 教 科 書 に 出

て き た 化 学 反 応 を 化 学 反 応

式 に 表 す 作 業 を 通 し て 、 化

学 反 応 式 に 対 す る 自 信 を も

た せ る 。  

・ ク イ ズ 形 式 に し て 、 班 で 協

力 し て 解 答 す る こ と で 、 楽

し み な が ら 進 め て い く 。  

 

・ 化 学 反 応 式 を 書 く こ と に 、

自 信 が あ る か 。 コ メ ン ト と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電 子 黒 板  

ﾀﾌﾞﾚｯﾄﾊﾟｿｺﾝ 

ﾏｰﾅﾋﾞｹｰｼｮﾝ 

（ 以 上 の 機 器 や ｺ

ﾝﾃﾝﾂは 、こ の 時 間

を 通 し て 使 用 す
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問 題 ① に 対 し て 、化 学 式 か ら 分

子 モ デ ル を 考 え 、個 別 に 解 答 す

る 。  

 

 

 

 

全 員 の 解 答 を 見 て 、正 し い モ デ

ル 図 を 選 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

問 題 ① に 対 し て 班 で 協 力 し て

解 答 す る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 班 の 解 答 を 見 て 、正 し い モ デ

ル 図 を 選 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

問 題 ② に 対 し て 、物 質 名 か ら 分

子 モ デ ル を 考 え 、個 別 に 解 答 す

る 。  

 

 

全 員 の 解 答 を 見 て 、正 し い モ デ

ル 図 を 選 ぶ 。  

共 に 回 答 さ せ る  

問 題 ① エ タ ノ ー ル の 燃 焼  

 

 

・ エ タ ノ ー ル の 化 学 式 か ら 分

子 モ デ ル を 考 え さ せ 、 個 別

に ﾏｰﾅﾋﾞｹｰｼｮﾝで 解 答 さ せ る

。  

・ 全 員 の 解 答 を 確 認 し て 、 正

し い も の が ど れ か 、 班 と し

て 選 ば せ る 。 こ の と き 、 選

ん だ 理 由 を 発 表 さ せ る 。  

（ ｼﾞﾒﾁﾙｴｰﾃﾙの モ デ ル が 出

た ら ど ち ら が 正 し い か 班 で

協 議 さ せ 、 班 と し て の 意 見

を 発 表 さ せ る 。 ）  

 

・ エ タ ノ ー ル が 決 ま っ た ら 、  

化 学 反 応 式 中 の 「 酸 素 」 、

「 水 」 、 「 二 酸 化 炭 素 」 の

モ デ ル 図 を そ れ ぞ れ の 分 子

数 も 正 し く 描 か せ 、 そ れ ぞ

れ を 担 当 し た 生 徒 に 班 と し

て 解 答 さ せ る 。 （ こ れ で 、

全 員 の 解 答 に よ り 、 化 学 反

応 の 分 子 ・ 原 子 モ デ ル が で

き る 。 ）  

 

・ 全 班 の 解 答 を 確 認 し て 、 正

し い も の が ど れ か 、 班 と し

て 選 ば せ る 。 こ の と き 、 選

ん だ 理 由 を 発 表 さ せ る 。  

 

・ モ デ ル 図 か ら 化 学 反 応 式 を

書 き 表 し て 問 題 ② へ 進 む 。  

 

 

問 題 ② 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム の

加 熱 分 解  

 

 

 

・ 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 炭 酸

ナ ト リ ウ ム の 物 質 名 か ら そ

る ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必 要 な ら 、Intern

et Explorerで 調

べ さ せ る 。  

 

 

 

 

 

 

Ｃ ２ Ｈ ５ Ｏ Ｈ ＋ ３ Ｏ ２ → ２ Ｃ Ｏ ２ ＋ ３ Ｈ ２ Ｏ  

２ＮａＨＣＯ３  →  Ｎａ２ＣＯ３  ＋  Ｈ２Ｏ  ＋  ＣＯ２  
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問 題 ② に 対 し て 班 で 協 力 し て

解 答 す る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 班 の 解 答 を 見 て 、正 し い モ デ

ル 図 を 選 ぶ 。  

 

 

 

 

 

 

 

今 日 の 学 習 の ま と め を す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

れ ぞ れ の 分 子 モ デ ル を 考 え

さ せ 、 個 別 に ﾏｰﾅﾋﾞｹｰｼｮﾝで

解 答 さ せ る 。  

・ ヒ ン ト  

「 炭 酸 ～ 」 ・ ・ ・ 「 Ｃ Ｏ ３ 」

Ｃ Ｏ ２ と Ｏ に 分 か れ る 性 質

が あ る こ と を 伝 え る 。  

・ 班 で 、 そ れ ぞ れ 担 当 す る 生

徒 を 指 定 し て も 良 い 。  

・ 全 員 の 解 答 を 確 認 し て 、 正

し い も の が ど れ か 、 班 と し

て 選 ば せ る 。 こ の と き 、 選

ん だ 理 由 を 発 表 さ せ る 。  

 

 

・ 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 、 炭

酸 ナ ト リ ウ ム が 決 ま っ た ら 、  

化 学 反 応 式 中 の 「 水 」 、 「 二

酸 化 炭 素 」 の モ デ ル 図 を そ れ

ぞ れ の 分 子 数 も 正 し く 描 か せ

、 そ れ ぞ れ を 担 当 し た 生 徒 に

班 と し て 解 答 さ せ る 。 （ こ れ

で 、 全 員 の 解 答 に よ り 、 化 学

反 応 の 分 子 ・ 原 子 モ デ ル が で

き る 。 ）  

 

・ 全 班 の 解 答 を 確 認 し て 、 正

し い も の が ど れ か 、 班 と し

て 選 ば せ る 。 こ の と き 、 選

ん だ 理 由 を 発 表 さ せ る 。  

 

・ モ デ ル 図 か ら 化 学 反 応 式 を

書 き 表 す 。  

 

 

・ 化 学 反 応 式 を 書 く こ と に 、

自 信 が も て た か 。 感 想 と 共

に 回 答 さ せ る  

 

 

＜協働学習の実施状況＞ 

物質の中には分子をつくらない物質があり、モデル図を考えるにあたり必ずし

も原子は結びついているとはいえない。しかし、物質の一単位中に含まれる原

子の個数を考えるのにはわかりやすいため、あえて、結合の手を導入して考え

させる。イオンについての学習後に、様々な結びつき方を学習することになる。 
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□ 生徒が相互に教え合う場面があった ☑ 数名が一緒に学び合う場面があった 

☑ 数名が協力したり助け合ったりする場面があった ☑ 数名が話し合う場面があった 

☑ 一人が発表したことについて学級全体で考える場面があった 

☑ 同じ問題について、学級全体で話し合う場面があった 

□ ネットワークを使って遠隔地と結んで学ぶ場面があった 

２．情報通信技術の活用のねらいと効果 

（１）活用のねらい 

・ 全 員 が 同 じ 画 像 を 共 通 で 認 識 さ せ る 。  

・ 複 数 の 生 徒 の 発 表 を 同 時 に 表 示 さ せ る 。  

・ 自 己 評 価 を ス ム ー ズ に 行 う 。  

（２）活用により期待される効果 

・結 果 を 発 表 す る 場 面 で 、互 い の 結 果 を 一 見 し て 比 較 で き る の で 、自 分 と 他 者

と の 考 え の 違 い が わ か り や す く 、ま た 、そ こ か ら 新 た な 思 考 を 始 め る き っ か

け を 与 え ら れ る 。  

・ 自 分 の 理 解 が 進 ん だ か ど う か を 確 認 す る こ と が で き る の で 、 自 信 を 持 た せ 、

学 習 意 欲 を 高 め る こ と が で き る 。  

３．実践上の課題 

・ ペ ン や 機 器 の 動 作 に 不 具 合 が あ る と 、 授 業 の 時 間 が か か る こ と に な る 。  

 

 


